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概要

　マメ科植物のアカシア属は、0．5m程度の低木から35m程度の高木までの木本で、1，400種近く

の記載がある。分子系統樹などの研究から、この属は系統の異なる3つの層と、種の数が少ない2つ

の属に分ける必要があると考えられている。一番樹種の多いグループは、1，000種近く存在し、大半

がオーストラリア大陸に分布する。このグループの多くは乾燥地からやや湿潤な地域に分布する。し

かし、アカシアマンキウム（ん∂oゴ∂〃m8九m）のように、湿潤な環境や荒れ地にも耐え、熱帯雨林の

周辺にも分布できる樹種もある。熱帯地域では、短伏期で収率よく木材生産できるノ．m刎8九mとノ．

∂〃ゴCα〃允〃ゴ8の雑種は、パルプ用材ほかの利用開発が期待されている。

1．はじめに

　熱帯雨林を切り開いたアクロフォレストリーの歴史はゴム園などに代表されるように比較的古い。

アカシアマンキウムは、当初、熱帯林を切り開いて生じた荒れ地を回復させるための緑の先兵、いわ

ゆるパイオニアプランドと位置づけられていたが、現在では短いサイクルでのバイオマス収穫用資源

となっている。ここでは、アカシア属全体を概観することで、この樹種の新たな可能性が浮かび上が

るのではないかと考え、アカシア属全体の分類、用途、分布・植生などについて概観することにした。

2．アカシア属の分類

　ル∂Cゴ∂の属名は、命名上の基準種であるん∂oゴ∂刀〃。右ノC∂に見られる鋭いトゲを指すギリシャ語

のakazo（sharpen）に由来する。アカシア属は南極と欧州を除く全ての大陸に分布し、1，400種近い

記載がある1）。しかし、この属は単一の系統群ではない1－2〕。すなわち、3つの亜属（約160種のAcacia

亜属、約200種のAcu1eiferum亜属、約960種のPhy11odineae亜属）と、1つの節（Fi1icinae節：

15種）、1つの属（Gems　x（ノ．oo〃亡θ打group）113種）の混ざった人為的分類群である。前3亜

属のうち、最大のPhy11odineae亜属の大部分はオーストラリアに分布する。また、後2者の分布域

はメキシコや中米が中心となる。分子系統学的分類が確定した樹種は一部に過ぎない。また、命名法

についても問題がある。新たに属名を決める場合、命名規約としては、基準種（北∂Cノ〃〃。Cゴ。∂）の

属するグループがアカシア属となる。すなわち、オーストラリア産を中心とするアカシア群は

伯。oψθ〃∂層となるはずだった。しかし、オーストラリア産のアカシア群をル∂∫ノ∂属と名付けたい

グループが命名規約の例外適用を主張し、このアカシア群（ノ．m刀8九mを含む）をん∂8ゴ∂属と命名
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する手続きを進めたため、現在、激しい論争が展開されているト2〕。また、アカシアマンキウムとハイ

ブリッドをつくる！．舳〃ω方此〃ゴ8の樹種名は、少し古い記述では他の樹種と混同されていた3〕。

3．アカシア属の用途

3．1タンニンとゴム3’5〕

　広義のアカシア属の主な用途は、花の観賞用、雑草駆逐用、飼料用、砂防用、染料用のほか、Wattle

と呼ばれるように、多くは柴木として用いられてきた。多くのアカシア樹皮はタンニン原料となり、

ノ．〃θ∂〃∫方（南アフリカ）は、タンニン含量が樹皮の30－54％にも及ぶ代表的ななめし皮や食用タン

ニンの原料である。また、アカシア属には樹液や茎がガム質の原料となる樹種が多く存在する。たと

えば、セネガルからエチオピアにかけての乾燥地域に生育するん∂o加3θηθ綱ノ（アラビアゴムノキ）

の樹液は、丸剤、乳剤、糊料、錠剤、アイスクリームなどの粘着剤として用いられるアラビアゴムの

原料として有名である。月、o∂m〃∂omC加は、キャンディの原料となる良質な粘着性のガムがとれる。

3．2ファインケミカルズ3・5）

　蜂蜜の蜜源として、ノ、roθmθ〃舳∂（メキシコおよびアメリカ西南部）は名高い。この属の花が香水

（Cassie　Ancieme）の原料となる例は多いが、代表は、ノ．倫〃θ∫ノm∂（ギンネムアカシア；亜熱帯お

よび熱帯アメリカ）である。スミレの香りのノ、θXCθム∂は西オーストラリアでは最高級木材といわ

れる。そのほか、ノ．ρθ〃〃∂、ノ．rなθη8、ノ．〃Croゐ。亡η∂の材には芳香があり、ノ、8ノ〃。θ50帥∫で

は材と花から香水をつくる。伐採直後のノ、∂oαmゴm亡θ材は木イチゴジャムの香りがする。豆果を魚

毒として用いている例にノ．鳥ノ。∂妨，ノ．ρθ㎜ノηθ〃ノ∫，ノ、ρθ〃∂亡∂がある。タンニンの収敏作用や

殺菌作用と関連して、収敏止血や胃薬用の民間薬として利用できる樹種が比較的多く記載されている。

これ以外の薬用では、アフリカ南部のメ．X∂〃力。助。θ∂にマラリア解熱の効用があると言われる。ス

ーダンのノ．η〃。亡允∂はハンセン病の治療に用いる。そのほカ＼生化学試薬や薬品として、「レクチ

ン」のようなファインケミカルズの観点からのル∂oゴ∂の新しい用途開発も考えられる。

3．3バイオマス

　アカシア属の中で、Phy11odineae亜属の多くは乾燥地からやや湿潤な地域に分布し、湿潤地や熱

帯雨林を代表する樹木とはならない4〕。しかし、アカシアマンキウムやメ、〃〃C〃〃。伽ゴ8は、多く

のPhy11odineae亜属とは異なり、熱帯雨林の周辺にも分布できるため、分類の分子系統学的な再検

討が待たれる。ノ．mm8ルmは湿潤な環境や荒れ地にも耐え、高温や酸性土壌には強いが、亜熱帯気候

やアルカリ性土壌では、成長は極端に低下する引。低木のノ．o〃∬允∂ψ∂やノ．”κブ。〃ゴ8は亜熱

帯地域のバイオマス生産や荒れ地の緑化先兵、いわゆるパイオニアプランドとして既に利用されてい

る。注意点として、アカシア属は早く成長し土地を選ばないので、その移植、特に温帯地域でも生育

可能な樹種の移植に関しては、地域の固有種を駆逐して繁茂する危険性が指摘されている。
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